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愛知大学で中国を学んで

愛知大学法経学部経済学科 昭和 38（1963）年卒業 浅井 文人

聞き手 石田 卓生

入学

石田：浅井さんが愛知大学に進学された理

由や経緯はどのようなものだったのでし

ょうか。

浅井：私は豊橋の出身ですから、東京とか名

古屋とかそういうところには行けなかっ

たのです。

石田：昭和 26（1951）年に愛知大学に入学

された今泉先生1は、「豊橋の人にとって

大学というのは、東京や京都、大阪の国立

でした。名古屋にも大学はあったけれど、

名古屋大学や名古屋工業大学のような理

工系が中心でした。そういうことで大学

に進学できるとは思っていなかったので

す。そうしたら愛知大学が豊橋に来たの

で、それならばと入ったわけです」2、と

おっしゃっていました。浅井さんの場合

も同じように、豊橋にあるからというの

が大きかったのですね。

浅井：そうですね。

石田：浅井さんは愛大で中国語を学ばれま

したが、高校生の頃から中国には興味が

あったのでしょうか。

                                                   
1 今泉潤太郎（1935〜）愛知大学名誉教授。昭和 30（1950）年、愛知大学文学部文学科卒業。中日大辞

典編纂委員長として『中日大辞典』を編纂した。瑞宝中綬章。 
2 石田卓生「今泉潤太郎先生に聞く：愛知大学入学から中日大辞典編纂処へ」『日中語彙研究』（7）、愛知

大学中日大辞典編纂所、2017 年、3 頁。 
3 藤井栄「女子学生に気が散る：タバコと食券を交換」『学生たちの証言で綴る創成期の愛知大学：愛知大

学同窓会創立 55 周年記念誌』愛知大学同窓会、2007 年、103 頁。 

浅井：それもあったかもしれませんが、愛大

は中国関係が有名でしたから、入れたら

中国語を学びたいなと思いました。

石田：愛大は中国が強いっていうのは、何か

具体的な情報などがあったのでしょうか。

浅井：当時、新聞に小さいながら愛大という

のは中国関係で優秀なスタッフがおると

いうことが載っていましたので、愛大に

入学するんであれば中国語を学びたいな

と思ったのです。

石田：浅井さんは法経学部の経済学科でい

らした。

浅井：そうです。専攻が中国経済というかた

ちで学びました。

石田：浅井さんが愛大に入る時に愛大のパ

ンフレットとかそういうのはご覧になり

ましたか。例えば。浅井さんよりも前の方

ですが、入学願書に中国留学させると書

いてあり、それを見て中国に行けると思

って入学した方がいらっしゃいました3。

浅井：まったく見ていないですね。私は家庭

の事情で、大学に行けるんであれば愛大

しかありませんでした。その愛大の中で
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も、先ほど言いましたように中国関係が

特に優れているから、中国について勉強

しようと思ったのです。

石田：愛大に入学されて、1 年生の時は中国

語と英語を履修されたと思います。

浅井：はい。

石田：今泉先生の頃の愛大は、「中国語と英

語以外でも、独、仏、露、どれでも 12 単

位取れば第一外国語になったんですよ。

第一外国語も第二外国語も全部 12 単位

なんです」4 、ということですが、浅井さ

んも同じだったのですか。

浅井：私の時は英語がメインです。だから、

第二外国語として何を選ぶか、というこ

とじゃなかったのかなと思うんですけど。

石田：中国語の授業の先生はどなたでした

か。

浅井：鈴木択郎先生5です。内山先生6、桑島

先生7、それと張禄沢先生8ですね。当時、

今泉先生は中国文学専攻の方は教えてら

っしゃったと思いますが、私は今あげた 4

先生に習いました。

石田：戦前の東亜同文書院では、日本人の先

生と中国人の先生がペアで授業をされた

そうです。浅井さんの時はどうでしたか。

浅井：大体そうです。鈴木先生も、内山先生

も張先生とペアで授業されていました。

私の時は贅沢ですよね。そういうかたち

で来てくれたという記憶です。

                                                   
4 石田、前掲文、9 頁。 
5 鈴木択郎（1898〜1981）愛知大学名誉教授。東亜同文書院卒（第 15 期生）。東亜同文書院教授を経て愛

知大学教授。中日大辞典編纂委員長として『中日大辞典』を編纂した。勲三等瑞宝章。 
6 内山雅夫、東亜同文書院卒（第 34 期生）、東亜同文書院講師を経て愛知大学教授、愛大では『中日大辞

典』編纂に従事した。 
7 桑島信一、東亜同文書院卒（第 29 期生）、満洲国財政部、中華航空公司を経て愛知大学教授。 
8 張禄沢、北京中国大学卒、愛知大学講師。 
9 『華語萃編』、東亜同文書院が作成した中国語教科書。1916 年に 1 年生用の初集が刊行され、その後 2〜

4 年生向けに二集〜四集が作成された。 

石田：それが 1 年生の中国語の授業なので

すね。

浅井：そうですね。1 年だけでなく、2 年も

同じで、我々はずっと中国語を履修しし

ました。ちょっと話題がそれますけど、張

先生のお宅に行って遊んだり、食事した

りもしました。そういうアットホームな

環境で中国語を勉強させていただいたと

ことには今でも感謝しています。

石田：張先生は本場の中華料理を振る舞わ

れたのですか。

浅井：ですね。あの先生の料理は本格的でし

た。大きな鯉の料理が出てきた時には、皆

びっくりしましたよ。そんなものを作っ

ていただけて食べさせていただけるって

いうのは。餃子も作ったことがありまし

た。

石田：そうですか。中国語の授業の教科書は

『華語萃編』9だったのですか。

浅井：そうですね。

石田：浅井さんは 1 年、2 年で『華語萃編』

初集を学ばれたのですか。

浅井：そうだったと思います。中国文学専攻

は他にもあったかもしれませんが、我々

がもらったのは『華語萃編』初集でした。

ただ、大学卒業した後、全て失くしてしま

いました。

石田：お使いになったのは謄写版の『華語萃

編』初集でしょうか。これを 1 年生、2 年
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生で一冊全部を終えられたのですか。

浅井：ほとんど終わったという記憶はあり

ますけどね。

石田：今の中国語教書とくらべると結構な

量がありますし、内容もかなり難しいよ

うに思います。

浅井： それもあってか 2 年生で中国語を止

める学生がかなりいました。

「念書」について

石田：念書10はどうでしたか。4 月入学と同

時にやられたのですか。

浅井：やっていただきました。その時には私

どもは先輩に恵まれていたと思っていま

す。我々の上、その前の方たちは本当に親

切で、そういう記憶が私は非常にありま

すね。念書という制度が非常にいいなと

思います。

石田：念書は週に何回あったのですか。

浅井：毎日ですよ。朝の 8 時半から 9 時ま

でです。

石田：北門近くの学生寮辺りにあった中国

研究会11の部屋ですか。

浅井：学校の教室でした。はじめの頃、参加

者は 30 人とか 50 人ぐらいでしたが、だ

んだん減っていきましたよ。

石田：その先輩方は中国研究会の方ですか。

浅井：そうです。中国研究会の方ですね。5、

6 人来ていただいていました。

石田：教える先輩も教わる後輩も毎日とい

うのは、お互いにとても熱心ですね。

浅井：そうなんです。私も 2 年になったら

教える側になったということで毎日 8 時

                                                   
10 念書、東亜同文書院で行われていた学生の自主的中国語勉強会のこと。課外で上級生が新入生に中国語

の発音を指導した。戦後、東亜同文書院から編入して来た学生を通して愛知大学に伝わり、1990 年代

半ばまで続けられた。 
11 中国研究会。愛知大学初期、中国に関心のある学生が結成した研究団体。 

半に学校に来ました。ただ、今思うと恥ず

かしいんですよ。私が正しい発音を指導

ができたのかなっていうことが今もって

不思議なんですね。受けた方には大変申

し訳なかったかなと思ってしまいます。

石田：念書で教える側になられたというこ

とは、浅井さん中国研究会に入られたの

ですか。

浅井：はい。入りました。

石田：東亜同文書院の時の念書は、『華語萃

編』初集をひたすら暗唱して、それを先輩

に聞いてもらいチェックを受けていたそ

うです。愛大も同じですか。

浅井：はい。ただ、そり舌とか有気音とかを

私は後輩にちゃんと説明できたのかな、

今思うと恥ずかしい思いです。だけど、後

輩とも仲良くなり、中国語劇なんかにも

一緒にやりました。

石田：豊橋の公会堂で上演された中国語劇

ですね。上演メンバーは、やはり中国研究

会で一緒に念書をされていた仲間の皆さ

んなのですね。

浅井：そうです。そういうことですね。基本

的には中国研究会ですね。中研とよく言

っていました。中研の仲間ですね。

石田：念書に先生がいらっしゃることはあ

るのですか。

浅井：それはなかったですね。完全に学生の

勉強会です。ただ、中研などで飲み会のよ

うなものがあった時に先生に参加してい

ただくことがありました。桑島先生や内

山先生にも来ていただいたことがありま

す。
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石田：東亜同文書院は全寮制でしたから、

朝、起きてすぐに念書をしやすそうです。

しかし、愛大は学生寮もありましたが、通

学生もいたでしょうから、遠くの学生は

大変ですね。

浅井：私は家が近かったです。10 分あれば

8時に間に合いました。念書の参加者は、

やはり豊橋の連中が多かったと思います。

岡崎や名古屋からの通学生は念書にはほ

とんど来ていなかったと思います。そう

いえば津島とか一宮から来ていたのもい

ました。入学した年には伊勢湾台風があ

ったのですが、そういった被害がひどい

所の学生は豊橋に来ることができなかっ

たので一カ月ぐらいは授業がありません

でした。

石田：念書は、教わるのが新入生で、教える

のが 2 年生です。3 年生や 4 年生は関わ

らないのですか。

浅井：そうですね。

愛知大学の中国語教授法について

石田：中国語の授業はどのようなものでし

たか。

浅井：鈴木先生とか、桑島先生とか、内山先

生、あるいは張先生が『華語萃編』初集を

朗読して、まず発音の模範を示され、次に

意味を説明されます。その後は皆で一緒

に朗読します。

石田：現在の中国語の授業は、朗読とか暗唱

というよりも文法理解が重視されていて、

ちょうど高校までの英語の授業に近いも

のが一般的だと思います。鈴木先生や内

山先生の授業はどうでしたか。

浅井：文法の勉強というのはなかったです。

それを今日、是非、お話ししたいと思って

いました。今、私は愛知大学の社会人教育

講座で中国語を勉強し直しているのです

が、そこで驚いたのが、連動文だとか補語

だとか、副詞や接続詞、そういう文法的な

ものがもの凄く前面に出ている授業なん

ですよ。そういったものは学生の時分に

は全くありませんでした。たしか『華語萃

編』初集にも文法の用語はなかったと思

います。

石田：はい。『華語萃編』初集は会話の例文

だけで、文法についての項目や解説など

もありません。

浅井：もちろん、教科書になくても先生は説

明していたのかもしれませんが、当時と

今の中国語の授業はかなり違います。と

にかく中国語について「文法」という言葉

は、我々の時代には使われてなかったと

思います。

石田：それでは高校時代に受けてきた英語

の授業のつもりで、愛大ではじめて中国

語の授業を受けた時には驚くわけですね。

浅井：びっくりですよね。勉強の仕方が違う

のですから。だから、今の愛知大学で中国

語の授業を受けると、また驚いたわけで

す。中国語の文法ということに今になっ

て気づいたのですから。

石田：当時の中国語の勉強は、こうしたこと

を言いたい場合はこのような言い方があ

る、ということを覚えていくことが中心

なのですね。

浅井：そうですね。後はとにかく声を出す。

石田：しかし、それでも分からないことばだ

とか、表現があるでしょうし、先生に何で

もかんでも質問するというわけにもいか

ないでしょう。そうした場合は図書館で

調べたりされたのですか。
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浅井：辞書を引くということは、あまりあり

ませんでした。当時、そもそも辞書があま

りなかったと思うんです。『中日大辞典』

もまだできてなかったわけですからね。

今日は持ってきました（鐘ヶ江信光『中国

語辞典』（大学書林、1960年）を取り出す）。

石田：これはどこでお買いになったのです

か。

浅井：大学の中にあったあけぼの書店だっ

たかな。眼鏡を掛けたおやじさん、ナカム

ラさんっていう方だったかな、そのお店

だったと思います。

石田：これは定価 1,500 円とあります。当時

としては高価ではありませんか。

浅井：そうですね。1,500円。今でいうと 5

〜6,000 円ぐらいの感覚ですかね。たしか、

これを先生たちが推奨してくれたのだと

思うんです。そうでなかったから、買わな

いでしょうし、これだけとってなかった

と思います。

浅井：そういえば内山先生は、テープレコー

ダーを授業でお使いになっていました。

石田：テープの音声は張先生の吹き込みだ

ったのですか。

浅井：それもあったように思います。今から

考えますとね、内山先生はわりと文法的

なことをやっていたんじゃないかなと思

うんです。鈴木先生と張先生の場合は何

でも発音で覚えなさいという感じだった。

鈴木先生と張先生はペアで、内山先生は

お一人のこともあったかな。授業ではあ

りませんが、中国語でよく覚えているの

は、先輩たちに教えてもらった「草原情

歌」12です。今でも覚えていますよ。他に

                                                   
12 王洛賓「草原情歌」（1938 年）。原題「在那遥遠的地方」。 
13 野間清（1907〜1994）京都帝国大学卒、満鉄調査部などを経て愛知大学教授。 

も国歌とかを皆で歌いました。歌いなが

ら中国語を覚えるようなものですね。た

くさん中国語の歌を教えてもいました。

今は大分忘れてしまいましたが、今、そう

いうものを調べて覚え直そうかと思って

います。中研の集まりで、学芸会のような

ことがある時に歌っていました。

石田：鈴木先生、桑島先生、内山先生はみな

さん東亜同文書院出身です。そういった

先生が東亜同文書院についてお話しされ

ることはありましたか。

浅井：あまりなかったですね。

石田：戦前は中国にいたことがある、といっ

た程度のお話しですか。

浅井：そうですね。鈴木先生は、そんなに同

文書院というものを持ち出さなかったと

思うんです。

浅井：中国語の授業を受ける時、私たちは発

音を本当に重視していました。きちんと

覚えないと念書で後輩に間違った発音を

教えることになってしまうからです。念

書は、学生だけでやっていましたから必

死です。そういのが伝統だと思っていま

した。

中国研究全国ゼミ大会・野間清ゼミ

石田：ゼミは野間先生13だったそうですが、

この車道校舎で開催した中国研究全国ゼ

ミ大会というのも野間ゼミの活動なので

すか。

浅井：全然関係ありません。全国ゼミ大会は

学生だけでやりました。我々が 3 年生の

時だったです。今から思うと生意気なこ

とだったかもしれません。大会にはいろ
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いろな大学が来ました。

石田：そうした活動は浅井さんの先輩方も

していたのでしょうか。それを引き継い

だということなのでしょうか。

浅井：いいえ。先輩たちはタッチしていなか

ったですね。我々であちこちに手紙を書

いて参加校を集めました。

石田：浅井さんの世代の中国研究会の方が

呼びかけて開催されたのですね。

浅井：そうですね。京大だとか同志社、立命

といった京都の大学、それに大阪市大も

来ていました。東京の方は早稲田とか。

石田：全国ゼミ大会は 4 年生の時も開催し

たのですか。

浅井：いやいや。もう 1 回で終わりです。

残念なのは記録がほとんど残っていない

ことです。学校の方にもないそうです。大

会を開くことで手一杯で、それを記録す

るというようなことが全然なかったです

ね。

石田：全国ゼミ大会の開催した愛大のメン

バーというのは、どれくらいの人数だっ

たのですか。

浅井：8 人ぐらい。少なかったですよ。当時

は、そういうものに関わっていること自

体が就職にはマイナスの時代だったです

からね。

石田：今泉先生も中国語を勉強したという

だけで共産思想を疑われるようなことが

あったと言っておられました。

浅井：おっしゃる通り。中国経済専門なんて

いったらまず駄目ですよ。

石田：そういう雰囲気の中で中国について

勉強するっていうのは何かしら覚悟とい

うか、それでもやりたいという気持ちが

強いわけですよね。

浅井：高校時代の友だちの中には東京の名

の知れた大学に入ったのも多かった。そ

れに対して私はここで勉強するのであれ

ば、やっぱり一番中国が有名なのだから

という気持ちがあって、それで中国語を

習いたいと思って入ったんですよね。

石田：全国ゼミ大会はどうでしたか。

浅井：やっぱり、我々としてももっと勉強し

なければいけないな、と思いましたよ。あ

の頃は学生運動が盛んでしたが、全国ゼ

ミ大会は、私からすると学生運動の過激

さというより、本当にまじめな討論会っ

ていうかな。中国のことを勉強すればす

るほど、中国は今みたいな大国になるな

って思いました。思想や政治的に良いと

か悪いとかいう概念は全然なかったです。

単に中国を知りたいというものでした。

石田：当時、中華人民共和国とは正式な国交

はありませんでしたが、愛知大学は文化

交流という形で本の寄贈を受けたりして

いました。そうしたことについて、他の大

図図  11 愛愛知知大大学学車車道道校校舎舎でで開開かかれれたた中中国国研研究究

全全国国ゼゼミミ大大会会（（前前列列向向かかっってて左左端端がが浅浅井井氏氏））
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学から何か質問などありましたか。

浅井：それは色々聞かれました。その時、愛

大は『中日大辞典』をやっていましたし。

石田：『中日大辞典』編纂については、愛大

生はもちろん、他校の学生も知っていた

のですね。

浅井：そうですね。全国ゼミ大会に来た他校

の学生の話からは、中国について愛大は

レベルが高いんじゃないかと見てくれて

いたんじゃないかと思うんですけどね。

石田：野間ゼミは何名だったのですか。

浅井：6 人かな。でも、そのうちの 2 人ぐら

いは来たり来なかったりでした。それで

も、皆、卒業させてくれました。野間先生

は良い意味で学生に対して厳しかったで

すね。それでも家に何回か呼ばれたりも

しました。中国語を選択して進級した仲

間は先生も交えてとてもアットホームな

雰囲気でしたよ。野間先生と山口大学で

開かれた現代中国学会の全国大会に参加

しましたが、勉強だけではなく広島の宮

島観光のような遊びもしていました。

就職

浅井：そうしているうちに 4 年生の秋くら

いから就職活動をしました。我々の頃は

そんな早くから就職活動はなかったです。

あの当時は知り合いがいるから、その会

社に入るという感じでした。1年上の方に

は中日新聞入っている方もいましたね。

石田：中国語や中国研究を熱心にされてい

ましたから中国の関係へ進みたいという

希望はありましたか。

浅井：学校で勉強したことと就職は別のも

のだという考えでした。愛大で勉強する

のであれば、愛大が一番強いこと、つまり

中国を勉強したいと思ってやっていたわ

けです。当時、中国関係の就職といっても

友好商社しかなかったですし。この地方

で就職するのに中国に関する知識という

のは、現実的には活かすことはできなか

ったです。

石田：その後、実際に中国に行かれたのはい

つでしたか。

浅井：55 歳くらいだったかな。子供達を連

れてはじめて中国に行き上海の駅に降り

た時は感動しました。泰山や黄山にも行

きましたね。ただ、いざとなったら中国語

はなかなか出てこなかったです。それで

も、愛大で勉強させてもらってありがた

かったなと思っています。愛大で中国語

や中国を学んだということは非常に良い

人生だったなと。中国について権威があ

った愛大で中国語を学んだことにプライ

ドを持ってきました。

（2020年 10月 15 日於愛知大学東亜同文書

院大学記念センター）

図図  22  日日本本現現代代中中国国学学会会全全国国学学術術大大会会ににてて（（中中

央央がが野野間間清清、、向向かかっってて右右端端がが浅浅井井氏氏））
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